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V16a すばる次世代広視野補償光学：地表層補償光学系シミュレーション II
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現在ハワイ観測所が中心となって次世代広視野補償光学装置開発の検討を進めている。この装置はすばる望遠
鏡に装備することが提言されている広視野赤外線観測装置の性能を一段と高めるものである。補償光学 (AO)の
方式としては、最も視野を広くすることが可能な地表層補償光学系 (GLAO: Ground-Layer AO)を第一候補に考
えており、可変副鏡を用いることを予定している。
検討の一環として GLAOで期待される補正性能のシミュレーションによる評価を行ってきた。GLAOは回折

限界ではなくシーイング改善を目的としている。これまでのシミュレーションの結果では典型的なシーイング条
件下では K-bandで点像の半値幅で 0.2”に補正されることが期待される。この性能は 20分角程度までは視野の
広さに依存しないので、実際に達成可能は視野はすばる望遠鏡のカセグレン焦点部の遮蔽物や像面の湾曲、観測
装置の光学性能と利用可能な光学材料の大きさにより制限されることが示された。
但し、GLAOの場合は補正せずに残る大気ゆらぎがあるので性能がシーイングに左右されやすい。特にゆらぎ

層の高度が高くなると強度が同じでもGLAOの補正性能は劣化する。観測する天体の天頂角が大きくなると、ゆ
らぎ層までの距離が大きくなるので実効的にゆらぎ層が高くなったことに相当し、シーイング強度以上の劣化も
予想される。本講演ではシーイングに対する影響等のアップデートを報告する予定である。


